
「シャインマスカット」の産地形成に向けた
生産・販売力向上

活動期間：令和３年度～令和４年度

対 象 者：JA新みやぎあさひなぶどう部会 中核的農家５人（同部会員２０人）

チーム員：宇田川久美子、守屋明良、山田有子

課題NO.5



１ 課題の背景・ねらい
〈背景〉

・JA新みやぎあさひなぶどう部会は平成28年に設立され、部会員25名、ぶどう栽培面

積は約１haとなっている。「シャインマスカット」はほとんどの部会員が導入してい

るが、大半は試作的な生産にとどまっている。

・中核的農家５人は、樹形が概ね完成しており、今後は新たな増収・省力技術を導入

することで生産量向上が見込める。出荷販売はJAを通じた産直や個別販売が中心と

なっている。樹齢の経過や面積拡大による生産量増加を見据え、実需者ニーズを捉え

た販売戦略の構築と戦略に沿った栽培管理技術の習得が必要である。

〈ねらい〉

・増収・省力技術を習得し、生産量が増加する。

・販売戦略に沿った栽培管理が行われ、販売量が増加する。

【令和3年度 定性的目標】

・増収・省力技術を理解する。

・販売戦略が検討され、新たな出荷形態による試験販売を行う。



（１）生産技術の高度化・省力化支援

①展示実証ほ・調査ほの設置（4～10月）

増収・省力技術、小房ぶどう栽培管理技術、粒ぶどう栽培管理技術

②栽培講習会の開催

２ 活動内容

粒ぶどう（イメージ）花穂整形器

期待される効果 内容

増収技術 収量30％増加 光反射シートの敷設（樹形完成樹）

省力技術 花穂整形作業時間25％削減 花穂整形器の使用

小房ぶどう栽培技術 消費者ニーズ(手頃な価格)への対応 400g程度の房づくり

粒ぶどう栽培技術 販路拡大、摘粒作業の省力化 テキライグシの使用

テキライグシを使用した
摘蕾作業

光反射シートの敷設



（１）生産技術の高度化・省力化支援

２ 活動内容

③巡回指導 ④栽培管理チェックシートの作成・活用



２ 活動内容
（２）販売戦略検討支援

①販売方法現状把握

生産者へのアンケート及び聞き取り調査 JA販売担当との打合せ

②販売会開催に関する打合せ

（10月開催、場所はJA新みやぎ元気くん市場仙台南店（太白区茂庭）を予定）



３ これまでの活動成果
（１）生産技術の高度化・省力化支援
・2名の生産者は、増収技術の次作での導入に前向きである。
・3名の生産者は、省力技術の導入により作業の効率化につながった。
・小房ぶどう及び粒ぶどうの栽培管理技術の確立は、実需者ニーズに対応し
うるとして期待されている。
・栽培管理チェックシートの活用は適期作業管理に有効であると評価を得た。

省力化技術（花穂整形器の使用）の指導の様子増収技術（光反射シートの敷設）の指導の様子



３ これまでの活動成果
（２）販売戦略検討支援
・生産者5人の令和2年産の販売量、方法、形態、価格について把握した。
・1名の生産者は粒ぶどう販売に関心を持っている。
・JA経由の直売所、産直への出荷物の振り分け方法について把握した。

生産者5人のR2販売状況

JA（集荷場）

全農みやぎ

道の駅

菓子店（イベント関連）

庭先

房：1,000～2,000円/kg
粒：1,700円/kg（量目300g）

房：2,000円/kg

房：1,900円/kg
粒：2,250円/kg（量目200g）

房：2,000円/kg

房：2,000～2,500円/kg

3人 →

1人 →

2人 →

1人 →

5人 →

スーパー産直

JA直売所（2か所）
地元スーパー産直（5店舗）

各店舗への振り分けは、JA販売担当と生産者間で
価格等を相談して決定。
JA担当の経験値に基づくところが大きい。

※房の量目は600～700g程度



４ 今後の対応
(１)生産技術の高度化・省力化支援
・増収技術の実証と生産者の技術習得に向けた指導
・小房ぶどう、粒ぶどう栽培方法の確立と生産者への情報提供
・作の振り返り支援
チェックシートを活用した栽培上の課題の把握と改善策の検討

・実需者ニーズに沿った栽培管理のための部会栽培暦の改訂

(２)販売戦略検討支援
・販売会の開催及び消費者ニーズ把握のためのアンケート調査実施支援、産地
PR支援

・JA経由の産直出荷先における実需者ニーズ調査
・販売方法の比較表（価格、メリット・デメリット等）の作成
・出荷反省会の開催支援及び次年度の販売方法検討支援


